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特別企画　
近
年
、
わ
が
国
に
お
い
て
も
、
デ

ジ
タ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
動
き
が
急

速
に
広
が
り
つ
つ
あ
る
。
こ
う
し
た

は
じ
め
に

動
き
は
、
異
業
種
か
ら
の
参
入
を
含

め
て
、
金
融
サ
ー
ビ
ス
の
あ
り
方
や

競
争
環
境
を
大
き
く
変
え
て
い
く
可

能
性
が
あ
る
。
こ
う
し
た
な
か
、
わ

が
国
の
金
融
機
関
で
も
、
デ
ジ
タ
ラ

イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
推
進
を
経
営
戦
略

の
柱
の
一
つ
に
位
置
付
け
、
Ｉ
Ｔ
・

デ
ー
タ
活
用
を
通
じ
た
業
務
の
効
率

化
や
新
し
い
顧
客
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

等
を
積
極
化
す
る
動
き
が
広
が
っ
て

き
て
い
る
。

　
以
下
で
は
、
日
本
銀
行
が
２
０
１

８
年
末
に
実
施
し
た
、
Ｉ
Ｔ
・
デ
ー

タ
活
用
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

を
も
と
に
、
現
在
、
地
域
金
融
機
関

が
置
か
れ
て
い
る
状
況
を
探
り
、
今

後
克
服
す
べ
き
課
題
に
つ
い
て
触
れ

て
い
く
こ
と
と
す
る
。

　
日
本
銀
行
で
は
、
取
引
先
金
融
機

関
の
う
ち
銀
行
・
信
用
金
庫
３
７
８ 

先
を
対
象
に
、
Ｉ
Ｔ
・
デ
ー
タ
活
用

の
現
状
、
先
行
き
の
方
向
性
、
課
題

等
を
把
握
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
ア

ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
た※

。
ま
ず
、
こ

の
調
査
結
果
を
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ

Ｉ
Ｔ
・
デ
ー
タ
活
用
に
関
す
る

ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
（
抜
粋
）

デ
ー
タ（
情
報
）の
利
活
用
を
考
え
る

　
デ
ジ
タ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
進
展
に
伴
い
、
デ
ー
タ（
情
報
）を
利
活
用
し

た
新
た
な
サ
ー
ビ
ス
や
価
値
創
出
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
て
い
る
。
ま
た
、
個

人
の
預
託
に
基
づ
き
パ
ー
ソ
ナ
ル
・
デ
ー
タ
を
管
理
・
活
用
す
る
仕
組
み
を

提
供
す
る
、
い
わ
ゆ
る
「
情
報
銀
行
」
に
関
す
る
検
討
や
実
証
実
験
が
進
め

ら
れ
て
お
り
、
２
０
１
９
年
６
月
に
は
第
１
号
認
定
も
行
わ
れ
た
。

　
そ
こ
で
、
論
考
お
よ
び
先
行
す
る
実
証
実
験
の
事
例
を
通
じ
て
、
デ
ジ
タ

ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
へ
の
対
応
や
、
デ
ー
タ（
情
報
）の
利
活
用
に
向
け
た
考
え

方
、
必
要
な
取
り
組
み
に
つ
い
て
考
え
る
ヒ
ン
ト
を
得
る
こ
と
と
し
た
い
。

　
デ
ジ
タ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
進
展
は
、
既
存
金
融
機
関
の

収
益
機
会
を
侵
食
し
て
い
く
可
能
性
が
あ
る
一
方
、
金
融
機

関
が
提
供
し
得
る
サ
ー
ビ
ス
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
を
拡
大
し
、

経
営
効
率
の
抜
本
的
改
善
や
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
実

現
す
る
ツ
ー
ル
と
も
な
り
得
る
。
地
域
金
融
機
関
に
は
、
経

営
層
の
明
確
な
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
も
と
、デ
ジ
タ
ラ
イ
ゼ
ー

シ
ョ
ン
を
推
進
し
な
が
ら
、
新
た
な
発
想
で
経
営
改
革
に
取

り
組
む
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

地
域
金
融
機
関
に
お
け
る

デ
ー
タ
利
活
用
の
現
状
と
課
題

日
本
銀
行 

金
融
機
構
局 

金
融
高
度
化
セ
ン
タ
ー 

企
画
役　

中
山 

靖
司 
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き
た
い
。

１　

Ｉ
Ｔ
・
デ
ー
タ
活
用
の

　
　

目
的
・
狙
い

　
Ｉ
Ｔ
・
デ
ー
タ
活
用
の
目
的
・
効

果
に
つ
い
て
は
、
業
態
を
問
わ
ず
、

「
既
存
顧
客
の
利
便
性
向
上
」
を
重

要
課
題
と
位
置
付
け
て
い
る
先
が
多

い
（
図
表
１
）。

　
一
方
で
、
大
手
行
等
で
は
「
新
規

顧
客
の
開
拓
」
や
「
競
合
す
る
他
行

庫
と
の
差
別
化
や
サ
ー
ビ
ス
水
準
の

平
衡
確
保
」
の
回
答
割
合
が
相
対
的

に
高
く
、
地
域
金
融
機
関
、
特
に
信

用
金
庫
で
は
「
業
務
効
率
化
、
コ
ス

ト
削
減
、
省
人
化
」
と
回
答
す
る
先

が
最
多
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う

に
、
大
手
行
等
で
は
、
新
サ
ー
ビ
ス

提
供
等
に
よ
る
新
規
顧
客
の
獲
得
に

積
極
的
で
あ
る
一
方
、
地
域
金
融
機

関
、
特
に
信
用
金
庫
で
は
、
デ
ジ
タ

ル
技
術
を
コ
ス
ト
削
減
策
と
し
て
用

い
る
こ
と
が
優
先
さ
れ
る
傾
向
が
う

か
が
わ
れ
る
。

２　
顧
客
デ
ー
タ
の
活
用
状
況

　
多
く
の
金
融
機
関
で
は
、
勘
定
系

シ
ス
テ
ム
の
決
済
デ
ー
タ
の
ほ
か
、

窓
口
や
預
貸
業
務
等
を
通
じ
て
収
集

さ
れ
た
顧
客
デ
ー
タ
を
、
営
業
活
動

や
リ
ス
ク
管
理
に
活
用
す
る
こ
と
を

想
定
し
、
Ｃ
Ｒ
Ｍ
（C

ustom
er 

Relationship M
anagem

ent

）

シ
ス
テ
ム
等
を
構
築
し
て
き
た
。

も
っ
と
も
、
収
集
・
蓄
積
し
て
い
る

顧
客
デ
ー
タ
に
つ
い
て
「
営
業
活
動

に
相
当
程
度
活
用
で
き
て
い
る
」
と

回
答
し
た
先
は
、
大
手
行
等
で
５
割

弱
、
地
域
金
融
機
関
で
は
３
割
程
度

と
な
っ
て
い
る
（
図
表
２
）。

　
こ
の
よ
う
に
顧
客
デ
ー
タ
の
活
用

に
つ
い
て
は
総
じ
て
対
応
が
進
ん
で

い
る
と
は
言
い
難が

た
い
が
、
特
に
地
域

金
融
機
関
に
お
い
て
取
り
組
み
余
地

が
大
き
い
こ
と
が
分
か
る
。
そ
の
背

景
に
つ
い
て
は
、「
人
材
や
ノ
ウ
ハ

ウ
が
不
足
」
を
挙
げ
る
回
答
が
最
多

と
な
っ
て
い
る
が
、
シ
ス
テ
ム
面
の

制
約
や
デ
ー
タ
収
集
・
整
備
の
問
題

を
挙
げ
る
回
答
も
多
い
（
図
表
３
）。

▶︎図表１　IT・データ活用で重視する目的・効果

▶︎図表３　顧客データの収集・蓄積・活用を阻害している要因（金融機関計）

▶︎図表２　営業活動における顧客データの活用状況

ほとんど活用できていない

競合する他行庫との差別化や
サービス水準の平衡確保
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特別企画 データ（情報）の利活用を考える

３　
Ｉ
Ｔ
投
資
計
画
と

　
　
人
材
の
育
成
・
確
保

　
Ｉ
Ｔ
・
デ
ー
タ
を
活
用
し
て
い
く

に
当
た
っ
て
、
シ
ス
テ
ム
の
充
実
と

共
に
、
そ
れ
を
支
え
る
人
材
や
組
織

の
整
備
が
重
要
で
あ
る
。
人
材
面
に

関
し
、
Ｉ
Ｔ
投
資
計
画
と
人
員
計
画

が
整
合
的
で
あ
る
か
を
尋
ね
た
と
こ

ろ
、
地
域
金
融
機
関
で
は
、「
計
画

の
関
係
性
を
意
識
し
て
い
る
が
、
十

分
な
整
合
性
は
確
保
で
き
て
い
な

い
」
と
「
確
保
で
き
て
い
な
い
（
こ

れ
か
ら
の
課
題
で
あ
る
）」
を
合
わ

せ
る
と
、
８
割
を
超
え
る
結
果
と

な
っ
た
（
図
表
４
）。

　
分
野
別
の
Ｉ
Ｔ
人
材
の
確
保
状
況

を
み
る
と
、「
戦
略
的
な
Ｉ
Ｔ
・

デ
ー
タ
活
用
の
企
画
・
開
発
分

野
」、「
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
対
策
分

野
」、「
デ
ー
タ
の
分
析
・
管
理
分

野
」
に
関
し
て
は
、
７
割
前
後
の
先

が
不
足
感
を
訴
え
て
い
る
（
図
表

５
）。
不
足
感
が
あ
る
と
回
答
し
た

分
野
に
お
け
る
今
後
の
人
材
確
保
策

を
み
る
と
、
大
手
行
等
で
は
新
卒
や

中
途
採
用
で
対
応
す
る
と
の
回
答
が

多
い
の
に
対
し
て
、
地
域
金
融
機
関

で
は
、
多
く
の
分
野
で
ア
ウ
ト
ソ
ー

ス
や
業
務
委
託
を
拡
大
す
る
こ
と
で

対
応
し
よ
う
と
し
て
い
る
と
の
特
徴

が
あ
る
（
図
表
６
）。

　
組
織
面
で
は
、
Ｉ
Ｔ
・
デ
ー
タ
活

用
の
推
進
部
署
を
設
置
し
て
い
る
先

は
、
大
手
行
等
で
は
６
割
程
度
と

▶︎図表４　IT投資計画と必要な人員の整合性の確保▶︎図表５　IT人材の確保状況（金融機関計）IT

OA RPA EUC

▶︎図表６　不足感があると回答した分野におけるIT人材の確保策
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特別企画 データ（情報）の利活用を考える

な
っ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
地
域
銀

行
で
は
４
割
、
信
用
金
庫
で
は
１
割

程
度
に
と
ど
ま
る
こ
と
が
分
か
っ
た

（
図
表
７
）。
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
み

る
と
、
専
担
部
署
を
設
置
し
て
い
る

先
ほ
ど
、
顧
客
デ
ー
タ
を
う
ま
く
営

業
に
活
用
で
き
て
い
る
と
の
傾
向
が

あ
り
、
体
制
整
備
が
デ
ジ
タ
ラ
イ

ゼ
ー
シ
ョ
ン
を
推
進
し
て
い
く
た
め

に
重
要
で
あ
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
る

（
図
表
８
）。

　
専
担
か
ど
う
か
と
い
っ
た
形
式
面

の
整
備
に
と
ど
ま
ら
ず
、
経
営
層
に

よ
る
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
が
し
っ
か
り

と
行
わ
れ
、
そ
れ
が
組
織
運
営
面
に

も
反
映
し
て
い
る
こ
と
が
特
に
重
要

と
考
え
ら
れ
る
。

４　
重
視
す
る
顧
客
と
の
接
点

　
金
融
機
関
が
重
視
す
る
顧
客
と
の

接
点
に
つ
い
て
は
、
将
来
的
に
は
、

「
有
人
窓
口
」
や
「
自
動
機
（
Ａ
Ｔ

Ｍ
等
）」
か
ら
「
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
・
タ
ブ
レ
ッ
ト
」
に
軸
足
を
移
行

さ
せ
て
い
く
一
方
、「
外
訪
・
渉
外
」

に
つ
い
て
は
顧
客
と
の
接
点
と
し
て

引
き
続
き
重
視
す
る
姿
勢
が
明
確
に

な
っ
た
（
図
表
９
）。

　

今
後
、「
有
人
窓
口
」
の
削
減
な

ど
の
効
率
化
を
通
じ
て
創
出
さ
れ
た

人
員
等
の
経
営
資
源
を
、
顧
客
と
の

フ
ェ
イ
ス
・
ト
ゥ
・
フ
ェ
イ
ス
の
リ

レ
ー
シ
ョ
ン
シ
ッ
プ
構
築
や
、
そ
れ

を
通
じ
た
課
題
解
決
の
支
援
と
い
っ

た
領
域
に
シ
フ
ト
さ
せ
て
い
く
方
向

感
が
う
か
が
わ
れ
る
。

　
前
述
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
か
ら
、

地
域
金
融
機
関
に
お
い
て
は
、
人
材

や
ノ
ウ
ハ
ウ
の
不
足
、
シ
ス
テ
ム
面

の
制
約
、
デ
ー
タ
収
集
整
備
の
問
題

等
か
ら
、
デ
ー
タ
利
活
用
が
十
分
に

進
ん
で
い
な
い
こ
と
が
分
か
っ
た
。

今
後
、
こ
う
し
た
課
題
を
克
服
し
、

デ
ー
タ
利
活
用
に
お
け
る

金
融
機
関
の
課
題

▶︎図表７　IT・データ活用の推進部署の設置状況

▶︎図表８　顧客データの活用状況（IT・データ活用の専担部署の設置状況別）

▶︎図表９　重視する顧客との接点（金融機関計）

ほとんど活用できていない
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特別企画 データ（情報）の利活用を考える

デ
ー
タ
利
活
用
を
進
め
る
た
め
に

は
、
以
下
の
よ
う
な
対
応
が
重
要
と

考
え
ら
れ
る
。

１　
目
的
や
理
念
の
明
確
化

　
デ
ー
タ
の
利
活
用
は
、
業
務
効
率

化
や
新
た
な
収
益
源
の
確
保
に
つ
な

が
る
大
き
な
可
能
性
を
持
っ
て
い

る
。
こ
う
し
た
な
か
、
わ
が
国
の
金

融
機
関
で
も
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活

用
し
、
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
改
革
を

伴
い
な
が
ら
新
た
な
価
値
を
生
み
出

し
て
い
く
、
い
わ
ゆ
る
Ｄ
Ｘ
（
デ
ジ

タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ

ン
）
へ
の
取
り
組
み
を
検
討
・
実
行

す
る
先
が
増
え
て
い
る
。
た
だ
し
、

デ
ジ
タ
ル
技
術
は
あ
く
ま
で
も
ツ
ー

ル
で
あ
り
、
デ
ー
タ
も
活
用
目
的
が

明
確
に
な
っ
て
初
め
て
意
味
を
持
つ

こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
従
っ

て
、
ど
の
よ
う
な
戦
略
を
持
っ
て
ど

の
よ
う
な
ビ
ジ
ネ
ス
に
取
り
組
み
何

を
実
行
す
る
の
か
、
そ
の
た
め
に
は

ど
の
よ
う
な
デ
ー
タ
を
使
っ
て
何
を

す
れ
ば
い
い
の
か
、
と
い
っ
た
目
的

や
理
念
を
明
確
に
す
る
こ
と
が
ま
ず

も
っ
て
重
要
で
あ
る
。

２　
デ
ー
タ
収
集
・
整
備

　
金
融
機
関
が
デ
ー
タ
を
利
活
用
す

る
に
当
た
っ
て
、
最
初
に
直
面
す
る

「
壁
」
で
あ
り
課
題
と
な
る
の
は
、

デ
ー
タ
の
収
集
・
整
備
で
あ
る
。
金

融
機
関
は
、
窓
口
や
預
貸
業
務
等
を

通
じ
て
得
た
取
引
情
報
や
顧
客
情
報

の
み
な
ら
ず
、
各
シ
ス
テ
ム
に
記
録

と
し
て
残
る
情
報
等
（
例
え
ば
、
Ａ

Ｔ
Ｍ
利
用
記
録
〈
時
間
、
場
所
〉）、

既
に
多
種
多
様
な
「
ビ
ッ
グ
デ
ー

タ
」
を
保
有
し
て
い
る
。
ま
た
、
金

融
機
関
は
、
決
済
等
を
通
じ
て
顧
客

の
ビ
ジ
ネ
ス
に
関
わ
っ
て
い
る
こ
と

も
あ
り
、
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ロ
セ
ス
を
適

切
に
リ
デ
ザ
イ
ン
す
れ
ば
、
新
た
に

有
用
な
デ
ー
タ
を
取
得
で
き
る
立
ち

位
置
に
い
る
。
金
融
機
関
は
、
デ
ー

タ
を
利
活
用
す
る
う
え
で
有
利
な

立
場
に
い
る
こ
と
を
最
大
限
活
用

す
る
た
め
に
も
、
戦
略
上
必
要
な

デ
ー
タ
を
収
集
す
る
仕
組
み
を
構
築

し
、
そ
れ
を
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
駆
使

し
な
が
ら
利
活
用
で
き
る
よ
う
に
環

境
整
備
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら

れ
る
。

　
な
お
、
こ
う
し
た
金
融
機
関
が
従

来
保
有
す
る
情
報
は
、
本
人
確
認
が

済
ん
で
い
る
信
頼
で
き
る
情
報
で
あ

る
と
い
う
特
長
が
あ
る
。
さ
ら
に
金

融
機
関
は
、
地
域
住
民
等
か
ら
厚
い

信
頼
を
得
て
お
り
、
顧
客
か
ら
金
融

資
産
等
の
重
要
な
資
産
を
預
か
る
立

場
に
も
あ
る
。
従
っ
て
、
こ
う
し
た

信
用
を
生
か
し
な
が
ら
、
パ
ー
ソ
ナ

ル
デ
ー
タ
を
預
か
り
、
運
用
す
る
機

能
を
提
供
す
る
「
情
報
銀
行
」
の
担

い
手
と
し
て
有
利
な
立
場
に
あ
る
と

も
考
え
ら
れ
る
。
情
報
銀
行
の
担
い

手
に
な
ら
な
い
場
合
で
も
、
金
融
機

関
は
、
デ
ー
タ
提
供
事
業
者
、
デ
ー

タ
分
析
事
業
者
、
本
人
確
認
代
行

サ
ー
ビ
ス
事
業
者
、
デ
ー
タ
活
用
事

業
者
な
ど
、
情
報
銀
行
に
関
連
す
る

さ
ま
ざ
ま
な
立
ち
位
置
で
、
デ
ー
タ

利
活
用
ビ
ジ
ネ
ス
に
関
与
し
て
い
く

こ
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
。

３　
シ
ス
テ
ム
面
の
制
約

　
既
述
の
と
お
り
、
金
融
機
関
が
Ｄ

Ｘ
を
進
め
る
う
え
で
大
事
な
こ
と

は
、
明
確
な
経
営
戦
略
に
沿
っ
て
、

具
体
的
な
ビ
ジ
ネ
ス
の
ア
イ
デ
ア
を

考
え
る
こ
と
で
あ
る
。そ
の
う
え
で
、

そ
の
ア
イ
デ
ア
の
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
な

実
現
に
向
け
、
新
た
な
デ
ジ
タ
ル
技

術
を
活
用
し
つ
つ
、
必
要
に
応
じ
て

内
外
の
さ
ま
ざ
ま
な
サ
ー
ビ
ス
と
連

携
し
て
い
く
こ
と
な
ど
が
求
め
ら
れ

る
。
と
こ
ろ
が
、
既
存
の
シ
ス
テ
ム

が
老
朽
化
・
肥
大
化
・
複
雑
化
・
ブ

ラ
ッ
ク
ボ
ッ
ク
ス
化
す
る
な
か
で

は
、
シ
ス
テ
ム
の
修
正
を
柔
軟
か
つ

迅
速
に
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
し
、

維
持
管
理
に
多
大
な
人
的
・
金
銭
的

コ
ス
ト
が
か
か
り
、
デ
ー
タ
の
利
活

用
・
連
携
と
い
っ
た
前
向
き
の
対
応

に
十
分
な
経
営
資
源
を
割
け
な
い
、

と
い
っ
た
問
題
も
指
摘
さ
れ
て
い
る

（
レ
ガ
シ
ー
シ
ス
テ
ム
の
問
題
）。

従
っ
て
、
こ
う
し
た
レ
ガ
シ
ー
シ
ス

テ
ム
を
ど
の
よ
う
に
近
代
化
し
て
い

く
か
と
い
う
、「
Ｉ
Ｔ
モ
ダ
ナ
イ

ゼ
ー
シ
ョ
ン
」
も
大
き
な
課
題
で
あ

る
。
シ
ス
テ
ム
の
修
正
を
行
い
や
す

い
よ
う
に
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
構
造
を
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見
直
し
、
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
を
活
用
し
な
が
ら
、
ク
ラ
ウ
ド
の

よ
う
な
新
た
な
稼
働
環
境
に
シ
ス
テ

ム
を
ど
の
よ
う
に
乗
せ
換
え
て
い
く

の
か
と
い
っ
た
、
先
を
見
越
し
た
戦

略
も
重
要
に
な
っ
て
く
る
。
な
お
、

共
同
セ
ン
タ
ー
方
式
を
と
る
地
域
金

融
機
関
の
場
合
、
他
の
共
同
セ
ン

タ
ー
利
用
金
融
機
関
や
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
す
る
ベ
ン
ダ
ー
と
協
調
す
る
こ

と
も
必
要
と
な
る
。

４　
人
材
の
育
成
・
確
保

　
前
述
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
に
も
あ

る
よ
う
に
、
地
域
金
融
機
関
で
は
、

Ｉ
Ｔ
人
材
の
不
足
に
対
し
て
、
多
く

の
Ｉ
Ｔ
分
野
で
ア
ウ
ト
ソ
ー
ス
や
業

務
委
託
の
拡
大
で
対
応
す
る
と
の
先

が
大
宗
で
あ
る
。
外
部
リ
ソ
ー
ス
の

活
用
は
有
効
な
戦
略
で
あ
る
が
、
同

時
に
、
今
後
デ
ジ
タ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ

ン
を
推
進
し
て
い
く
う
え
で
は
自
行

庫
の
戦
略
や
シ
ス
テ
ム
構
成
等
に
精

通
し
た
人
材
を
内
部
に
確
保
す
る
こ

と
も
求
め
ら
れ
る
。
個
別
の
金
融
機

関
に
よ
っ
て
置
か
れ
た
状
況
は
異
な

る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
両
者
の

バ
ラ
ン
ス
を
う
ま
く
取
っ
て
い
く
こ

と
が
求
め
ら
れ
る
。

　
わ
が
国
全
体
で
高
度
な
専
門
性
を

持
つ
Ｉ
Ｔ
人
材
の
需
給
は
逼ひ

っ
迫ぱ

く
し
て

お
り
、
地
域
金
融
機
関
に
と
っ
て
採

用
環
境
は
厳
し
い
。
も
っ
と
も
、
Ｉ

Ｔ
人
材
は
就
職
に
当
た
っ
て
表
面
的

な
処
遇
だ
け
で
な
く
、
組
織
の
中
で

い
か
に
社
会
に
貢
献
で
き
る
の
か
、

と
い
っ
た
点
を
重
視
す
る
傾
向
も
あ

る
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
は
、

Ｉ
Ｔ
等
を
使
っ
た
攻
め
の
発
想
で
、

課
題
を
解
決
し
つ
つ
未
来
の
金
融
を

切
り
開
い
て
い
く
企
業
と
し
て
の
姿

勢
を
示
し
、「
ワ
ク
ワ
ク
」
す
る
仕

事
を
で
き
る
職
場
で
あ
る
こ
と
を
訴

え
て
い
く
こ
と
も
大
切
で
あ
ろ
う
。

　

デ
ジ
タ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
進
展

は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
た

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
か
ら
地
理
的
な
参

入
障
壁
を
低
く
し
、
異
業
種
か
ら
の

お
わ
り
に

参
入
も
容
易
に
す
る
こ
と
か
ら
、
金

融
サ
ー
ビ
ス
の
あ
り
方
や
競
争
環
境

を
大
き
く
変
え
て
い
く
可
能
性
が
あ

る
。
こ
う
し
た
状
況
下
、
地
域
金
融

機
関
に
と
っ
て
は
、
金
利
や
利
便
性

以
外
の
面
で
地
元
顧
客
の
繋
ぎ
と
め

を
図
る
こ
と
が
従
来
以
上
に
重
要
に

な
る
と
考
え
ら
れ
る
。
特
に
、
地
域

密
着
の
強
み
や
目
利
き
の
力
を
生
か

し
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
顧
客
に
寄
り

添
っ
た
丁
寧
な
リ
レ
ー
シ
ョ
ン
シ
ッ

プ
の
構
築
に
努
め
、
差
別
化
を
図
る

こ
と
が
大
切
に
な
る
と
考
え
ら
れ

る
。
前
述
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
も
、

「
外
訪
・
渉
外
」
に
つ
い
て
は
多
く

の
金
融
機
関
が
、
顧
客
と
の
接
点
と

し
て
引
き
続
き
重
視
す
る
姿
勢
が
明

ら
か
に
な
っ
て
い
る
が
、
こ
の
点
は

こ
う
し
た
方
向
性
と
も
一
致
す
る
。

そ
し
て
、「
外
訪
・
渉
外
」
を
強
化

す
る
た
め
に
は
、
デ
ジ
タ
ラ
イ
ゼ
ー

シ
ョ
ン
等
を
通
じ
た
業
務
効
率
化
に

よ
り
人
材
を
有
効
活
用
す
る
と
と
も

に
、
地
域
金
融
機
関
な
ら
で
は
の
緊

密
な
顧
客
接
点
に
も
と
づ
く
地
域
に

密
着
し
た
詳
細
な
顧
客
情
報
（
デ
ー

タ
）
を
、
継
続
的
・
反
復
的
に
集

め
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
駆
使
し
な
が

ら
、
い
か
に
有
効
に
利
活
用
し
て
い

く
の
か
が
戦
略
上
重
要
に
な
る
と
考

え
ら
れ
る
。

　

日
本
銀
行
の
金
融
高
度
化
セ
ン

タ
ー
で
は
、
引
き
続
き
、
セ
ミ
ナ
ー

や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
開
催
な
ど
を

通
じ
て
、
地
域
金
融
機
関
の
デ
ジ
タ

ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
を
通
じ
た
業
務
や

経
営
の
高
度
化
を
支
援
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

〔
本
稿
は
、
日
本
銀
行
の
金
融
高
度
化
セ
ン

タ
ー
で
開
催
さ
れ
た
「
Ａ
Ｉ
を
活
用
し
た

金
融
の
高
度
化
に
関
す
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」

（
２
０
１
８
年
９
月
～
２
０
１
９
年
４
月
）

で
得
ら
れ
た
知
見
等
を
参
考
に
し
て
い
る

が
、
そ
の
内
容
や
意
見
は
、
執
筆
者
自
身

に
属
す
る
も
の
で
あ
り
、
日
本
銀
行
の
公

式
見
解
を
示
す
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。〕

※ 

ア
ン
ケ
ー
ト
の
回
答
時
期
は
２
０
１
８
年

１２
月
。
回
答
率
は
１
０
０
％
。
対
象
先
は

「
大
手
行
等
」
２１
行
、「
地
域
銀
行
」
１
０
４

行
、「
信
用
金
庫
」
２
５
３
庫
。
本
稿
で
は
、

地
域
銀
行
と
信
用
金
庫
を
称
し
て
「
地
域

金
融
機
関
」
と
呼
ぶ
。
詳
細
は
、
金
融
シ

ス
テ
ム
レ
ポ
ー
ト
別
冊
シ
リ
ー
ズ「
銀
行
・

信
用
金
庫
に
お
け
る
デ
ジ
タ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ

ン
へ
の
対
応
状
況
」（
日
本
銀
行
金
融
機
構

局
、
２
０
１
９
年
５
月
）を
参
照
。


